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社会福祉法人 自生園

す
べ
て
の
方
々
の
幸
せ
を
願
って
、こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
。

だ
よ
り
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編集後記ご 芳 志 令和3年7月～令和3年12月

編集 高島　　健
梅谷　百合
鹿野ひろ子
漆原　　慎

どうもありがとうございました。
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株式会社 ライフワン
木戸道夫税理士事務所
明治安田生命保険 相互会社（金沢支社）
税理士法人エモーション（亀井事務所）
矢田野地区営農組合
石倉薬局
有限会社 松山自動車
粟津神経サナトリウム
兼六建設　株式会社

思い出スナップパシャ！

　自
生
園
は
お
陰
様
で
40
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
支
え
続
け
て
く
だ

さ
っ
た
ご
利
用
者
様
を
は
じ
め
、

ご
家
族
様
、
地
域
の
皆
様
方
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　今
な
お
コ
ロ
ナ
禍
で
公
私
と
も

に
思
い
通
り
に
〝
事
〞
が
進
ま
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
弊
園

で
、
一
年
半
に
わ
た
り
、
次
世
代

の
人
材
育
成
を
目
的
に
取
り
組
ん

だ
〝
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
〞
も

そ
の
一
つ
で
し
た
。
取
り
組
み
の

中
で
の
苦
労
が
実
り
、
ス
テ
キ
な

花
が
咲
く
よ
う
今
年
も
引
き
続
き

一
歩
一
歩
大
切
に
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　社会福祉事業に永年従事し、その功績が特に顕著であるものに贈られ
る「社会福祉功労者厚生労働大臣表彰」に居宅サービスの西場芳江副施
設長が選ばれました。これまで石川県の介護福祉士会の理事や専門学校
の非常勤講師として後進の育成に携わるほか、県が委嘱する「介護・福
祉の仕事の魅力伝道師」として、介護職への理解を深め、人材の確保に
努めてきたことなどが評価されました。

木
崎  

馨
雄

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

〈ひらんて〉
敬老会

〈為楽庵〉
秋の実り（お茶会）

〈特養〉
年賀状づくり

〈グループホーム〉
板津中学校様から励ましポスター

〈好楽庵〉
運動会

特別養護老人ホームの
居室プライバシー化

facebookinstagramホームページ

〈養護〉
粋なお付き合いin海天すし

〈つどい〉
紅葉狩り

〈中庭〉
カメの赤ちゃん

　特別養護老人ホームでは居室8室の改修工事
を行いました。もともと4人部屋の居室7室に
間仕切り等を施すことにより、プライバシー保
護の環境改善、感染症予防、そして、より安心・
安全な空間をご提供できるようになりました。また、看取り介護のた
めの1室はご本人様へのケアの向上と、ご家族様が付き添いされやす
いように配慮した改修となっています。

『社会福祉功労者厚生労働大臣表彰』受賞

有限会社 松山自動車 様
車いす寄贈

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

日
本
で
57
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無
観
客

で
の
開
催
と
、
こ
れ
ま
で
に
類
を
見
な
い
も
の
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
年
に
自
生
園
は
40
周
年
を
迎
え
た
の
で
す
が
、
感

染
防
止
の
た
め
一
切
の
式
典
行
事
を
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
式
典
や
行
事
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
皆
様
に
ご
挨
拶
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
失
礼
な

が
ら
こ
の
自
生
園
だ
よ
り
を
以
て
お
礼
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　そ
し
て
こ
の
40
周
年
を
機
に
法
人
理
事
長
を
引
き
継
ぎ
、

交
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
年
、
前
理
事
長
木
崎
馨

山
を
お
支
え
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
い
ま
だ
世
界
を
翻
弄
し
続

け
、
世
界
は
つ
な
が
り
を
保
て
ず
分
断
が
進
み
ま
し
た
。
米

中
貿
易
摩
擦
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
難
民
問
題
、
格
差
の
拡
大
な

ど
関
係
と
秩
序
に
軋
み
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
C
O
P
26
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約

国
会
議
）
に
お
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
子
ど
も
や
孫
た
ち
の

世
代
に
対
し
て
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
環
境
に
な
る
事
が
広

く
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
企
業
や
個
人
は
、
こ
の
様
な
中

で
未
来
を
子
ど
も
た
ち
に
残
す
た
め
に
S
D
G
s
に
取
り
組

み
始
め
て
い
ま
す
。
自
生
園
で
は
15
年
前
か
ら
持
続
循
環
型

社
会
を
目
指
し
環
境
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。我
々
は「
巡

る
・
つ
な
が
る
・
続
い
て
い
く
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
て
い
ま
す
。何
も
そ
れ
は
環
境
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

那
谷
寺
の
輪
廻
思
想
が
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
輪
廻
は
命
が

何
度
も
生
ま
れ
変
わ
り
を
繰
り
返
す
こ
と
を
さ
し
ま
す
が
、

自
生
園
で
は
命
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
環
境
や
、
人
の
心
、

幸
せ
な
ど
も
循
環
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
生
園
で
は
「
看
取
り
」
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
家
族

と
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
最
期
の
時
を
迎
え
た
魂
は
、
ま
た
新
た

な
旅
に
出
ま
す
。
ま
さ
に
自
生
園
は
命
が
巡
る
場
所
で
す
。

地
域
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方
々
に
日
々
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

で
、
相
互
供
養
・
相
互
礼
拝
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
地
域
文

化
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
継
承
す
る
こ
と
。
若
い
人
材
が
成
長

し
、ま
た
社
会
を
担
っ
て
い
く
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
お
金
、

食
材
な
ど
が
地
域
で
巡
る
こ
と
。自
然
、命
、心
、幸
せ
、文
化
、

食
、お
金
、人
材
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、す
べ
て
が
巡
り
、つ
な
が
り
、

続
い
て
い
く
社
会
を
目
指
し
て
、
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　こ
れ
ま
で
施
設
の
運
営
と
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
数

多
く
の
関
係
者
の
皆
様
、
現
・
旧
職
員
の
方
々
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
自
生
園
に
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

西場芳江

　今の私の知識・技術・物事のとらえ
方等は自生園で学ばせていただいた
ものです。自分に求められていること
は何かを常に考え行動すると共に、自
生園が更に地域に必要とされる法人
となるよう後進(人財)の育成に努めさ
せていただきたいと思っています。

　特別養護老人ホームに、車
いすを寄贈していただきまし
た。ご利用者様のために、大
切に使用させていただきます。
ありがとうございました。

個人情報保護の観点から、個人名の記載は省
略させていただきました。（順不同・敬称略）

三建設備工業 株式会社 北陸営業所
有限会社 シンカワデンキ
社会福祉法人 天宣会
社会福祉法人 篤豊会
株式会社 にしき堂
株式会社 ヒラシマ



－巡る・つながる・続いていく－
自生園40周年記念事業のご報告

40周年記念植樹  11月14日 記念式典

40周年記念動画作成

役員交代のお知らせ

40周年記念誌の発行

自生園ブランディングプロジェクト

健康経営チーム

看板のデザイン変更

1981（昭和56）年に開設した自生園は、今年40周年を迎え、記念事業を行いました。
コロナ禍で計画していた内容をすべて行うことはできませんでしたが、これまでご支援いただいた皆様方に心より感謝申し上げます。

１年半の時間をかけて、15チームがテーマごとに新しい自生園の創造をめざして活動を行いました。 
その中からピックアップしてみなさまにご紹介します。

10月に開催を予定しておりましたが
感染予防の観点から

残念ながら中止いたしました

   ロゴマークの変更に伴い、道路わきに設置されている看板
も見直しました。お近くに来られた際は、ぜひご覧ください。

・クレド（Credo）とはラテン語で志・約束・信条を表す言葉
で、全職員が心がける価値観や行動指針のことを表します。 
・自生園の基本理念や基本方針に沿って、ご利用者様の満足
度向上を実現するために、法人全職員に意見を出してもら
い、その意見をもとに「７つの誓い」としてまとめました。

【７つの誓い】
１.誠実　２.感謝　３.責任　４.挑戦
５.成長　６.協調　７.連携

   「職員善し」をテーマに掲げる自生園。これまでも職
員の健康には力を注いできましたが、「健康経営」とい
う手法に注目し、看護師や管理栄養士らが中心となっ
てさらに取り組みを強化しました。
   その結果、全国健康保険協会石川支部が認定する
「かがやき健康企業宣言優良企業」に認定されました。
   これからも職員の健康の維持・増進に取り組み、い
きいきと働ける環境づくりに取り組んでいきます。

●40周年記念行事が思うように開催できない中、「植樹」という形を残す行事ができてよい思い出
になりました。
●職員の子どもたちも参加していたので、その子たちが大人になっても一緒に植えたことを思い
出し、木を大切にしてもらえたら…と思っています。
●桜のように自生園もみなさんから愛される施設でありたいなと思いました。

40周年の総決算として、ブランディングプロジェクトへの取
り組みや法人をＰＲする動画の作成を行っています。企画か
ら撮影、編集まですべて職員の手づくり。近日中に公開予定
です。お楽しみに！

自生園クレドチーム

会   長  木崎 馨山 （前理事長）
理事長  木崎 馨雄 （前常務理事）

※令和３年12月より

引き続き、皆様方のご支援をお願い申し上げます。

　創立40周年を迎え、記念誌
を発行できたことを心よりうれ
しく思います。記念誌をとおし
て、“これまでの自生園の歴史”
と“自生園の特徴”を存分に知っ
ていただけるかと思います。古
きよきものは守りつつ、まもな
く到来する超高齢化社会にとも
ない、自生園も様々な（ニーズ
に応えるため)変化が求められ
ています。そのため、自生園で
は40周年を機に、“次世代を担
う人材育成”をテーマとし、『自

生園ブランディングプロジェクト』に取り組みました。記念誌で
は、ブランディングの取り組みや社会貢献活動も取り上げており
ますので、ご高覧いただければ幸いです。

　雨の日が続き、天候が心配されま
したが、11月とは思えぬ晴天のもと、
記念植樹が行われました。
　木崎馨山会長、木崎馨雄理事長　

に加え、40周年記念事業の担当チームのスタッフや職員の有志が参加し、
5本の桜の木を植えました。
　参加した職員は「早く咲いてほしい！」「10年後の50周年のときにどのく
らい大きくなっているかが楽しみ」など感想を述べていました。
　新型コロナが収束し、みんなでお花見ができる日が待ち遠しいですね。
桜が咲きましたら、またお知らせしたいと思います。

参
加
し
た

職
員
の
感
想


